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連携および共同研究

 

○東野 和幸（航空宇宙機システム研究センター 教授） 

中田 大将（航空宇宙機システム研究センター助教） 

 

１． 三菱重工業（株）との共同研究「炭化水素系燃料を用いたロケットエンジン試験」 
 炭化水素系燃料を用いたロケットエンジンに関する新規技術実証のため，本学白老実験

場において燃焼試験を実施した（図１）．実証した技術課題として，１）HAN 系推進薬点火

器の点火特性，２）電動ポンプによるクライオ推進薬の圧送特性，等が挙げられる．また，

本学で研究中の SiC/SiC 複合材試験片を燃焼火炎に暴露し，コーティング層への影響を評価

した． 

 
図１ 炭化水素系ロケットエンジンの燃焼試験 

 

２．ＪＡＸＡ輸送ミッション本部との共同研究「再利用輸送系リファレンスミッション

の推進系に関する研究」 

平成２５年度に引き続き，バイオエタノール/液体酸素を用いた再使用輸送系の概念検討を実施

した．今年度は低軌道（500 km）に 500 kg 級の小型衛星を打ち上げするシステムについて解析を

行い，エンジン重量やサーマルバリアコーティングについての効果について言及した． 

 

３．ＪＡＸＡ研究開発本部との共同研究「アルミ‐水反応の衛星推進系への適用検討」 

アルミニウム粉末と水との反応で水素が生成されるプロセスを衛星推進系に適用するための基

礎検討を実施した．アルミを循環的に使用するためには， Al2O3 から AlN への変換を行うこと

が有効であり，このための基礎実証を行った．また水とアルミ粉分離のための基礎実験も

実施した． 
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